
補助対象経費について 
 

１ 大規模修繕（①）と介護ロボット・ICTの導入（②）との親和性について 

 大規模修繕の内容は、おおむね１０年を経過して使用に耐えなくなった浴室、食

堂等の改修工事や外壁、屋上等の防水工事等施設の改修工事、給排水設備、電気設

備、ガス設備、消防用設備等付帯設備の改造工事のうち、介護ロボット・ICTとの

親和性がある工事とする。親和性の例は次のとおり。 

 （例） 

 天井の内装改修（①）と天井取り付け型の見守りセンサーの導入（②） 

 電気設備の改造（①）と記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通貫で処理

できる介護ソフトの導入及びWi-Fi工事（②） 

 給排水設備の改造工事（①）と排泄物の処理にロボット技術を用いた設置位

置の調整可能なトイレ（②） 

 浴室の改修工事（①）とロボット技術を用いて浴槽を出入りする際の一連の

動作を支援する機器（②） 

 （注意事項） 

 Wi-Fi工事やナースコール（壁に埋め込まれており、改修に大規模な工事が必

要である等、「施設と一体的なもの」と認められるナースコール）の修繕（電

気設備工事を伴うもの）を当該補助を利用して実施する（②）場合、大規模

修繕（①）も兼ねることができ、それと連携する見守り機器や介護記録ソフ

ト（②）との親和性を認める。ただし、導入後おおむね10年以上が経過し、

老朽化で使用に耐えなくなっている設備であること。 

 複数種類の介護ロボットを導入する場合、それぞれに親和性がある大規模修

繕を行うこと。（電気設備工事（①）と見守り機器の導入（②）、浴室改修工

事（①）と入浴機器の導入（②）等） 

 
２ 介護ロボット・ICTの導入の内容について 

 事業計画書には介護ロボット・ICTの導入に伴い必要となるWi-Fi環境の整備、

機器（製品名）等についても具体的に記載すること。 

 ICTについては、その導入により業務が一気通貫となることが確認できるよ

う、現在の作業内容と比較して事業計画書に記載すること。（例：現在は手入

力によっている、請求業務と連携できていない、等） 

 見守り機器の導入に伴うパソコンやモバイル端末は、見守り支援機器の使用に

不可欠なものであり、かつ見守り支援機器専用（他の目的に使わない）であれ

ば対象と認める。また、見守り機器に連携する台数のみ補助対象となる（予備

は補助対象外）。 

 介護ロボットの内蔵ソフトの更新費用や機器のメンテナンス費用、通信費や保

険料は補助対象外。 

 見守りベッドのマットレス、開閉するバー（移動バー）は補助対象外。 

 消費税は補助対象外。 

 

３ 併設施設は、特別養護老人ホームに併設されるショートステイのみで、その他は 

 対象外のため、面積按分等で除くこと。 


